
性
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
及
び
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
関
す
る
規
則 

（
令
和
六
年
三
月
十
四
日 

日
本
弁
護
士
連
合
会 

承
認
） 

 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
規
則
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
目
的
と
す
る
。 

一 

日
本
国
憲
法
が
規
定
す
る
両
性
の
本
質
的
平
等
及
び
女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
趣
旨
等
に
鑑
み
、
滋
賀
弁
護
士
会
（
以
下
「
本
会
」

と
い
う
。
）
の
弁
護
士
会
員
及
び
外
国
特
別
会
員
（
以
下
単
に
「
会
員
」
と
い
う
。
）
が
、
弁
護
士
又
は
外
国
法
事
務
弁
護
士
（
以
下

「
弁
護
士
等
」
と
い
う
。
）
と
し
て
の
職
務
そ
の
他
一
切
の
活
動
に
関
連
し
て
、
生
物
学
的
な
性
差
、
社
会
的
な
性
差
、
性
自
認
若

し
く
は
性
的
指
向
又
は
婚
姻
、
妊
娠
、
出
産
若
し
く
は
家
族
上
の
役
割
等
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
を
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、

も
っ
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
お
い
て
、
全
て
の
者
が
対
等
な
構
成
員
と
し
て
参
画
す
る
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
。 

二 

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
及
び
そ
の
他
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
人
格
権
を
侵
害
す
る
行
為
で
あ

る
こ
と
に
鑑
み
、
弁
護
士
等
と
し
て
の
職
務
そ
の
他
一
切
の
活
動
に
関
連
し
て
こ
れ
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
防
止

し
、
も
っ
て
良
好
な
業
務
及
び
職
場
環
境
並
び
に
本
会
及
び
本
会
の
弁
護
士
会
員
、
弁
護
士
法
人
会
員
、
外
国
特
別
会
員
、
外
国
特

別
法
人
会
員
及
び
共
同
法
人
会
員
の
品
位
及
び
信
用
を
維
持
確
保
す
る
こ
と
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

性
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い 

生
物
学
的
な
性
差
、
社
会
的
な
性
差
、
性
自
認
若
し
く
は
性
的
指
向
又
は
婚
姻
、
妊
娠
、
出

産
若
し
く
は
家
族
上
の
役
割
等
を
理
由
と
し
て
差
別
的
な
取
扱
い
を
す
る
こ
と
。 

二 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト 

他
人
が
不
快
に
感
じ
る
性
的
な
言
動
を
す
る
こ
と
、
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
、
業
務
上
必
要
か
つ
相
当

な
範
囲
を
超
え
た
言
動
に
よ
り
、
他
人
に
精
神
的
又
は
身
体
的
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
そ
の
他
の
こ
れ
ら
に
類
す
る
言
動
で
あ
っ
て
、

他
人
に
精
神
的
又
は
身
体
的
な
苦
痛
を
与
え
る
言
動
を
す
る
こ
と
。 

（
性
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
及
び
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
禁
止
） 

第
三
条 

会
員
は
、
性
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 



 
（
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
） 

第
四
条 

会
員
は
、
性
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
若
し
く
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
る
こ
と
を
拒
否
し
、
こ
れ
に
対
し
て
抗
議
し
、

又
は
第
八
条
の
苦
情
相
談
を
行
っ
た
こ
と
そ
の
他
正
当
な
対
応
を
し
た
者
に
対
し
、
不
当
な
不
利
益
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
第

十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
相
談
員
の
調
査
に
協
力
し
た
者
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。 

（
指
針
の
作
成
） 

第
五
条 

本
会
は
、
次
に
掲
げ
る
指
針
を
作
成
す
る
。 

一 

性
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
及
び
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
並
び
に
こ
れ
ら
へ
の
適
正
な
対
応
の
た
め
に
会
員
が
留

意
す
べ
き
事
項
に
関
す
る
指
針 

二 

第
八
条
か
ら
第
十
四
条
に
規
定
す
る
性
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
苦
情
相
談
の
処
理
に
あ
た

る
者
が
そ
の
処
理
に
あ
た
っ
て
留
意
す
べ
き
事
項
に
関
す
る
指
針 

（
会
長
の
役
割
） 

第
六
条 

会
長
は
、
前
条
第
一
号
の
指
針
を
会
員
に
周
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

会
長
は
、
本
会
の
業
務
、
本
会
が
関
与
す
る
法
律
相
談
及
び
司
法
修
習
そ
の
他
の
本
会
の
関
与
す
る
各
種
研
修
に
お
け
る
性
を
理
由

と
す
る
差
別
的
取
扱
い
及
び
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
未
然
に
防
止
す
る
措
置
を
と
る
と
と
も
に
、
各
過
程
に
お
け
る
性
を
理
由
と

す
る
差
別
的
取
扱
い
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
起
因
す
る
問
題
に
対
し
て
、
真
摯
か
つ
迅
速
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

会
長
は
、
本
会
職
員
を
指
導
し
て
、
本
会
職
員
に
よ
る
性
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
及
び
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
未
然
に

防
止
す
る
措
置
を
と
る
と
と
も
に
、
本
会
職
員
に
よ
る
性
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
起
因
す
る
問
題
に
対

し
て
、
真
摯
か
つ
迅
速
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

会
長
は
、
何
人
も
気
兼
ね
な
く
、
本
会
に
対
し
会
員
に
よ
る
性
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
又
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
事
実

を
報
告
し
、
又
は
意
見
を
提
出
で
き
る
よ
う
、
体
制
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
研
修
） 

第
七
条 

本
会
は
、
性
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
及
び
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
研
修
を
実
施
す
る
も

の
と
し
、
会
員
は
、
こ
の
研
修
を
受
け
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



２ 

本
会
は
、
第
五
条
第
二
号
の
指
針
を
周
知
さ
せ
る
た
め
、
会
長
、
副
会
長
、
第
九
条
の
相
談
員
及
び
こ
れ
ら
に
就
任
す
る
予
定
の
者

に
対
す
る
研
修
（
以
下
「
相
談
員
等
研
修
」
と
い
う
。
）
を
実
施
す
る
も
の
と
し
、
こ
れ
ら
の
者
は
相
談
員
等
研
修
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
就
任
前
一
年
以
内
に
相
談
員
等
研
修
を
受
け
た
者
は
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

会
長
は
、
本
会
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
、
近
畿
弁
護
士
会
連
合
会
そ
の
他
の
弁
護
士
団
体
、
行
政
機
関
等
が
実
施
す
る
研
修
を
、
そ

の
受
講
を
も
っ
て
第
一
項
の
研
修
、
相
談
員
等
研
修
の
全
部
又
は
一
部
に
代
わ
る
研
修
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
苦
情
相
談
） 

第
八
条 

次
に
掲
げ
る
者
が
会
員
か
ら
性
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
又
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
と
き
は
、
次
条
の
相
談
員
に
対

し
、
苦
情
の
申
立
て
及
び
相
談
（
以
下
「
苦
情
相
談
」
と
い
う
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

会
員 

二 

司
法
修
習
生 

三 

本
会
職
員 

四 

会
員
の
法
律
事
務
所
又
は
会
員
の
勤
務
先
企
業
に
勤
務
し
、
又
は
研
修
を
受
け
て
い
る
者 

五 

会
員
へ
の
依
頼
者 

六 

会
員
へ
の
相
談
者 

七 

本
会
又
は
会
員
の
法
律
事
務
所
の
催
し
に
参
加
し
た
者 

八 

本
会
又
は
会
員
の
法
律
事
務
所
と
取
引
の
あ
る
者 

九 

第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
該
当
す
る
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
差
別
的
取
扱
い
又
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
接
し
た
者
も
苦
情
相
談
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

前
二
項
の
苦
情
相
談
は
、
匿
名
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
十
一
条
第
四
項
の
調
査
又
は
第
十
二
条
第
一
項
の
措
置
を
行

う
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
相
談
員
） 

第
九
条 

会
長
は
、
苦
情
相
談
を
受
け
る
者
と
し
て
、
会
員
又
は
性
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
専
門

的
知
識
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
、
常
議
員
会
の
議
を
経
て
、
相
当
数
の
性
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す



る
相
談
員
（
以
下
「
相
談
員
」
と
い
う
。
）
を
選
任
す
る
。 

２ 
会
長
は
、
前
項
の
相
談
員
を
登
載
す
る
名
簿
（
以
下
「
相
談
員
名
簿
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
周
知
及
び
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

３ 

相
談
員
の
任
期
は
二
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。 

４ 

会
長
は
、
相
談
員
の
職
務
執
行
が
不
適
切
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
常
議
員
会
の
議
を
経
て
、
当
該
相
談
員
を
解
任
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 

５ 

会
長
は
、
相
談
員
に
苦
情
相
談
を
担
当
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
事
由
又
は
担
当
す
る
こ
と
が
相
当
で
な
い
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、

本
人
の
申
出
又
は
職
権
で
、
そ
の
相
談
員
の
職
務
を
休
止
し
、
相
談
員
名
簿
か
ら
抹
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

６ 

会
長
は
、
前
項
の
事
由
が
止
ん
だ
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
相
談
員
の
同
意
を
得
て
、
相
談
員
名
簿
へ
登
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
相
談
員
の
職
務
） 

第
十
条 

相
談
員
は
、
第
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
苦
情
相
談
を
し
た
者
（
以
下
「
相
談
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
必

要
に
応
じ
て
助
言
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

相
談
員
は
、
苦
情
相
談
を
受
け
る
に
あ
た
り
、
関
係
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
名
誉
そ
の
他
の
人
権
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
苦
情
相
談
及
び
調
査
の
手
続
） 

第
十
一
条 

相
談
者
は
、
相
談
員
名
簿
か
ら
相
談
者
が
任
意
に
選
択
し
た
一
名
の
相
談
員
に
対
し
て
、
苦
情
相
談
を
申
し
出
る
も
の
と
す

る
。 

２ 

会
長
は
、
苦
情
相
談
の
実
施
に
際
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
担
当
の
相
談
員
と
協
議
の
上
、
相
談
者
の
同
意
を
得
て
、

担
当
の
相
談
員
を
他
の
相
談
員
に
変
更
し
、
又
は
相
談
員
を
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 

相
談
員
は
、
苦
情
相
談
の
内
容
、
行
っ
た
助
言
の
内
容
及
び
調
査
の
必
要
性
に
関
す
る
意
見
を
会
長
に
報
告
す
る
。 

４ 

会
長
は
、
相
談
員
と
協
議
の
上
、
次
に
掲
げ
る
調
査
を
行
い
、
又
は
相
談
員
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

相
談
者
か
ら
性
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
又
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ
た
者
と
し
て
摘
示
さ
れ
た
者
（
以
下
「
相
手
方
」
と

い
う
。
）
か
ら
の
事
情
聴
取 

二 

性
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
若
し
く
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
事
実
関
係
に
つ
い
て
知
識
を
有
す
る
者
又
は
性
を
理
由



と
す
る
差
別
的
取
扱
い
若
し
く
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
再
発
防
止
に
寄
与
で
き
る
者
等
、
当
該
性
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
又
は

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
係
を
有
す
る
者
（
以
下
「
関
係
者
」
と
い
う
。
）
か
ら
の
事
情
聴
取 

三 
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
調
査 

５ 

相
談
員
は
、
前
項
の
調
査
を
行
っ
た
と
き
は
、
性
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
又
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
有
無
、
内
容
及
び
会
長
の

取
る
べ
き
措
置
に
つ
い
て
の
意
見
を
会
長
に
報
告
す
る
。 

（
措
置
等
） 

第
十
二
条 

会
長
は
、
自
ら
調
査
を
行
い
、
又
は
相
談
員
か
ら
前
条
第
五
項
に
規
定
す
る
報
告
を
受
け
た
結
果
、
問
題
解
決
の
た
め
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
相
手
方
又
は
関
係
者
に
弁
明
の
機
会
を
与
え
た
上
で
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
苦
情
相
談
又
は
調
査
に
お
い
て
十
分
に
弁
明
の
機
会
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
あ
ら
た
め
て
弁
明
の
機
会
を
与
え
る
こ

と
を
要
し
な
い
。 

一 

相
手
方
に
対
す
る
助
言
、
指
導
又
は
勧
告 

二 

相
手
方
が
所
属
す
る
事
務
所
、
弁
護
士
法
人
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
、
弁
護
士
・
外
国
法
事
務
弁
護
士
共
同
法
人
、
勤
務
先

企
業
等
の
関
係
者
に
対
す
る
助
言
、
要
請
又
は
勧
告 

三 

謝
罪
等
の
あ
っ
せ
ん 

２ 

会
長
は
、
苦
情
相
談
の
開
始
又
は
続
行
が
相
当
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
相
談
員
と
協
議
の
上
、
苦
情
相
談
を
開
始
せ
ず
、
又
は

打
ち
切
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
苦
情
相
談
を
開
始
せ
ず
、
又
は
打
ち
切
ら
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
相
談
者
は
相
手
方
に
対
す
る
懲
戒
請
求
そ

の
他
の
手
続
を
と
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。 

（
秘
密
保
持
） 

第
十
三
条 

会
長
、
会
長
で
あ
っ
た
者
、
相
談
員
又
は
相
談
員
で
あ
っ
た
者
は
、
当
事
者
の
了
解
が
あ
る
場
合
、
懲
戒
手
続
に
お
い
て
必

要
が
あ
る
場
合
又
は
こ
れ
に
準
じ
る
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
苦
情
相
談
及
び
調
査
の
処
理
の
過
程
で
知
り
得
た
情
報
を
他

に
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。 

（
記
録
の
保
管
及
び
開
示
） 



第
十
四
条 

会
長
は
、
苦
情
相
談
の
内
容
及
び
行
っ
た
措
置
等
の
結
果
を
記
録
し
、
保
管
す
る
。 

２ 
前
項
に
規
定
す
る
記
録
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
の
了
解
の
あ
る
場
合
、
懲
戒
手
続
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
場
合
又
は
こ
れ
に
準
じ
る

正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
開
示
し
な
い
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
関
わ
ら
ず
、
本
会
は
、
性
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
策
の
策
定
の
た
め
の
資
料

と
し
て
の
統
計
作
成
の
た
め
、
及
び
そ
の
策
定
に
資
す
る
事
項
を
含
む
参
考
先
例
の
記
録
と
し
て
、
苦
情
相
談
の
有
無
及
び
内
容
並
び

に
処
理
結
果
等
に
つ
い
て
、
当
事
者
、
日
時
、
場
所
等
具
体
的
な
事
情
が
特
定
さ
れ
な
い
表
現
方
法
に
よ
り
、
簡
潔
な
事
案
概
要
記
録

を
作
成
し
、
保
管
す
る
。 

４ 

会
長
は
、
毎
年
一
回
、
総
会
に
お
い
て
、
苦
情
相
談
の
有
無
及
び
簡
潔
な
事
案
概
要
を
報
告
す
る
。 

（
会
長
の
代
行
） 

第
十
五
条 

会
長
が
当
事
者
又
は
関
係
者
で
あ
る
事
案
そ
の
他
会
長
が
相
談
、
調
査
へ
の
対
応
に
当
た
れ
な
い
理
由
の
あ
る
と
き
は
、
こ

の
規
則
に
定
め
る
会
長
の
権
限
は
、
前
年
度
の
会
長
が
代
行
し
、
前
年
度
の
会
長
が
こ
れ
に
当
た
れ
な
い
と
き
は
前
々
年
度
の
会
長
が

代
行
す
る
こ
と
と
し
、
以
下
同
様
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
会
長
の
権
限
を
代
行
し
た
者
は
、
会
長
の
権
限
を
代
行
し
た
案
件
に
つ
い
て
、
会
長
と
同
様
の
義
務
を
負
う
。 

 

附 

則 
 

１ 

こ
の
規
則
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
承
認
を
得
て
、
令
和
六
年
四
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
年
五
月
七
日
施
行
）
は
、
廃
止
す
る
。 

３ 

こ
の
規
則
の
施
行
日
前
に
前
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
関
す
る
規
則
の
規
定
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
た
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
規
則
の
相
当
規
定
に
よ
り
な
さ
れ
た
手
続
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。 


